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  小学校の先生は何でもできます。国語や算数や体育はもちろん、音楽も図工も。中学校で数学ばかり

を教えていた私は、小学校の先生のオールマーティーなところとても感心しています。それでも・・・専門

でない教科の指導はちょっぴり自信がないもの。今年も 書写の時間は書写指導員の先生に教えていた

だく時間を作りました。はじめての書写の授業となる３年生は筆の持ち方から、６年生は筆運びまで・・・ 

6 年生は「仲間」という課題。「オレノゴクイ」覚えていますか？？しっかり「オレノゴクイ」を思い出して･･･

と指導されていました。あとで聞くと「折れ」「とめ」「はね」のことだそうでした。少しのアドバイスで子ど

もたちの作品が見違えるようによくなります。 

七夕は中国で生まれ、中国の７月７日は旧暦で日本なら８月７日ごろにあるそうです。それを日本では

新暦のまま行っているので、本来の時期ずれた梅雨の季節になってしまい、雨の七夕が多いそうです。 

（昨年も雨でした。今年は、大変な大雨です。２０２１の願い・・・大雨が早くやみますように。） 

 学校では、給食に「たなばた献立」、１年の掲示板には天の川、公民館の葉竹の短冊に・・・・神山の

みんなの優しい願いがいっぱいありました。 

 プリンセスになれますように 

 コロナがなくなりますように 

 ６月の３年生の授業の様子 


